
 受けつぐ｢いのち｣誇れる未来    
議員の役割は町政を厳しくチェックし提案することです 

 
                                                                         

                                                                      

                                    

 

                    

 

 

 

 

                              

                                    

  

１９５６年（昭和３１年）生まれ。能都町立鵜川中学校、金沢桜丘高校、中央大学卒業。能登半島の 

原発計画を懸念し、１９８２年より原子力発電所問題に取り組み、その危険性を訴える。金沢市で 

レコード・ＣＤ店を経営。夫の故郷・津幡町能瀬に住み２８年。２００７年津幡町議会議員に初当選。                 

負の遺産を残さない 
 
●生態系に基づいた循環型社会を推奨し  

脱原発型の生活設計を提案推進 

●次世代に多額の借金を残さない 

尊厳ある生活を 
 
●多機能型居宅介護施設等の設置 

●河北中央病院を核とし地域医療の拡充 

●あらゆる危機を想定し防災計画見直し 

議会改革        
            

●情報公開の徹底と住民参画 

●議会基本条例を制定する 

地域で子育てを支える 
 
●子育て支援センターの拡充 

●病後児保育への対応 

●学童保育指導員等の人件費を町負担に 

障がいのある人もない人も 
 
●元気に生きる地域づくり 

●安心して働ける場をつくる 

●児童デイサービスを設置 

地場産業の振興 
 
●経営を複合化し第６次産業化を推進 

ボートピアを監視 
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無所属 


